




する実態調査 第 2報 －4年生の実態－ 
 




2000 年以降、罹患率・死亡率ともに 20～30 歳代に多く、





2013 年 6 月以降、積極的接種の呼びかけを中止している
2)。また、予防には子宮頸がん検診を合わせて受ける必要























【結果】4 年生に配布 71 名、回収 69 名（回収率
97.2%）。平均年齢は 21.5 歳。 
 予防ワクチン接種率は 73.9%（図 1）で、接種した年齢
は 15 歳 1 名（2.0%）、16 歳 12 名（23.5%）、17 歳 15 名

















































































られている。USP10（Ubiquitin specific protease 10）は、
脱ユビキチン化酵素の一種である。これまでに我々は
USP10 が酸化ストレスによる Reactive Oxygen Species
（ROS）産生を抑制し、細胞の恒常性維持に重要な役割を



















8W の USP10-KO の骨髄では、LK（Lin- c-Kit+）、LSK
（Lin- Sca-1+ c-Kit+）細胞と LT - HSCs （LSK CD150+ 
CD48-）を含む未熟な造血細胞が著しく減少していた。
HSCs の減少は E14.5 の 胎児肝で既に始まっていた。胎
児肝のHSC減少は、ROSの産生量に依存しないLT-HSCs
のアポトーシスに起因していた。 




一方、WT マウスの骨髄細胞を移植した USP10-KO マウ
スは白血球の構築が出来た。これらのことから、USP10-




























































図 1. USP10 ノックアウトマウスにおけ造血不全 
USP10- KO マウスから分離した繊維芽細胞を用いた USP10 
mRNA 発現確認（A）。exson 3 を欠如するよう作製したの、野




図 2. USP10 ノックアウトマウスの生存率 
USP10- KO マウスはほぼ正常に生まれますが、離乳後から死に
始め、１年以内にすべてのマウスが死亡した。 
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